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中世以降における神社林の変遷

　「鎮守の森」には里山の森林にはない珍しい樹木
や巨木などが見られることがあるため、古くから人
の手があまり入ることなく続いてきたと考えられる
ことが多かった。が、ここ10年あまりの研究で、そ
うではないことが明らかになってきている。
明治・大正期の写真から　神牡林の姿は、明治・大
正時代でも、今とは大きく異なっていた所が少なく
ない。『日本写真帖』(1912(明治45)年発行)や『京
都府誌』(1915(大正4)年発行)を見ると、例えば下賀
茂神社では、現在の写真と比較すると、数多くあっ
たスギタイプの樹木がなくなり、クスノキやサクラ
などが見られるなどの違いがわかる。
　こうした古い写真は、有名な神社付近に限られる
傾向にあるが、文献や地形図からは、より多くの神
社林のかつての様子を知ることができる。関東地方
では、明治10年代に測図された「迅速図」と同時に
作成された『偵察録』の記述からも、多くの神社の
植生の概観を知ることができる。
近世の状況　近世の神社関係の文献は多いが、その
記述だけで当時の神社の森の姿を復元することは容
易ではない。大国魂神社(府中市)では社叢調査の詳
しい記録が残されており、1815(文化12)年の樹木の
位置図も作成されている。そこからは樹木の８割近
くがスギであったこと、また本殿裏にはケヤキが多
くあったことなどがわかる。
　一方、上賀茂神社や下鴨神社、八坂神社などでは
多くの記録と共に絵図類も残されている。近世の絵
図類では共通してマツやスギなどの針葉樹の描写が
多く、神社に残された文献資料から推定される植生
景観とも矛盾しない。近世においても、例外はある
としても神社林の主な樹種がマツやスギなどの針葉
樹であることが多かったと考えられる。
中世後期(室町時代)の京都の神社林　中世は非常に
期間が長く、鎌倉時代と室町時代とでは神社林のあ
り方は違っていた可能性が高い。
　中世後期の京都の神社については、16世紀初期か
ら中期にかけて制作されたと考えられるいくつかの
洛中洛外図をもとに考えることができる。そこには
当時の町並みや風俗などが細かく描かれていて、植
生景観に関しても当時の状況を反映して描かれてい
る可能性がある。それによると、京都の神社では、
広葉樹が一部にはあるとしても多くはマツ・スギ
で、近世と近い状況であったと推測される。
鎌倉時代の八坂神社　鎌倉時代は室町時代とは違っ
ていた可能性がある。八坂神社(祇園社)には1331(元
徳3)年に造進された「祇園社絵図」が残っている。
境内の建物の配置などが詳しく描かれていて、植生
についても実態を比較的忠実に描かれている可能性

が高い。ここでは境内の樹木の葉が赤く塗られてい
ることから、落葉広葉樹であることが推測できる。
あとは本殿裏などにスギ、楼門の外側に目立たない
形でマツが描かれている。本殿裏のスギと見られる
樹木については、『梁塵秘抄』(平安後期)に歌われ
ていて、これが鎌倉時代でも重要な樹木として存在
していた可能性が高いと考えられる。現在、八坂神
社で一番大きいのはムクノキだがクスノキが多い。
本殿裏のスギは消えてしまいケヤキなっているが、
これもクスに押されがちになっている。
出雲大社の場合　出雲大社には1248(宝治２)年の遷
宮のおりに描かれたと見られる「出雲大社并神郷図」
がある。樹種、あるいは樹木のタイプが明確に描き
分けられていて、CADで立体化した現在の地形データ
ともほぼ一致することから、植生描写も実態を比較
的忠実に反映している可能性が小さくないだろう。
　ここで読み取ることができるのは、大社本殿のす
ぐ背後のあたりを中心に、葉が赤く彩色された落葉
広葉樹の大木が複数見られることで、本殿などを囲
む塀の外側にも大きな落葉広葉樹と思われる木々が
多く描かれている。2000年から実施された発掘調査
では社殿の柱の下からケヤキの葉が出てきており、
この絵図と矛盾はない。
　同時代の「春日権現験記絵」や「一遍聖絵」の石清水
八幡宮を描いた図などでも、神社付近に落葉広葉樹
が比較的多いという状況を見ることができる。
むすび　室町時代後期から近代までの神社林は、一
部例外はあるものの、マツやスギなどの針葉樹が中
心のところが多かったと考えられる。しかし鎌倉時
代には、少なくとも絵図等に描かれた神社では、い
ずれもマツやスギの数は少なく、落葉広葉樹が多く
存在したものと考えられる。
　近世にマツが大幅に増える一方で落薬広葉樹は大
きく減少した背景の一つに、落ち葉までをも資源と
して利用する強度な利用が考えられる。これが長年
続くと土地が痩せ、痩せ地でも元気に生育できる数
少ない樹種である先駆種のマツが増えたのだろう。
　京都では室町時代後期以後、植生の強度な資源利
用の結果、マツが主要な樹種となっていた神社が多
かったと考えられる。一方鎌倉時代には、少なくと
も祇園社や出雲大社等の格式の高い神社では、落葉
広葉樹が多く残っていたということかもしれない。
　一方、原生林的と言われることもある現代の神社
林の景観が生まれてきた背景には、明治以降、政府
の神社保護により、木を切ってはいけないという考
え方が広がったことがあるのではないだろうか。
　いずれにしても中世以降、 神社林は大きく姿を変
えて今に至っているのである。
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6本の年輪—被災後の福島県南相馬市から

(於　國學院大學)

　津波で流失した神社のほか、氏子が多数亡くなら
れたり、全員が避難してしまい部落自体がなくなっ
てしまった神社や、元あった場所に防潮堤が作られ
ることになり別の場所に移動、合祀されたりした神
社もある。
　鶏足神社で12年に一度、酉年に行われている浜降
り行事では、昨年、困難を乗り越え再興されたが、
神輿の通り道と浜の間に防潮堤が建てられ、これま
での祭りの姿は変化を余儀無くされ、12年後に継続
されるのかも危ぶまれている。
　氏子の出資のみならず、諸財団等復興関連の支援
により鎮守の森の再生も行われ、植林には多くのボ
ランティアが集まった。
　熊本県立球磨工業高等学校の伝統工芸科の生徒か
らは手作りの鳥居が贈られたりと、たくさんの交流
があった。
3．自然の脅威とつないできた生命
　千年に一度の大津波と言われるが、縄文時代はお
よそ１万年続いていることを考えると、この規模の
大津波が10回は起きていたことになる。当時の簡素
なつくりの建築物を考えると現代よりも復興はしや
すかったことだろう。便利だが物が増えすぎた現代
を考え直させられる。原発もそのひとつだろう。
　縄文土器は煮炊きをするための道具であるが、一
度絶たれた命は土器の中で水と熱エネルギーを加え
られ、それがまた人の体に入り新しい命になってい
く。土器の中で死と再生が繰り返されているのだ。
土器の装飾を見てみるとまさに死と再生が表現され
ているように思われる。縄文時代からこれまで、繋
げられてきた死と再生の文化をこれからも伝えてい
きたい。
　　　　　　　　　　　　　　（文責・渡邊節子）

　東日本大震災から6年の月日が経とうとしている。
　会津若松で博物館の学芸員として縄文土器の研究
をする傍ら、実家の南相馬市では複数の兼務神社宮
司でもある森幸彦氏に、被災当時の映像とともにこ
れまでの復興活動の様子と今感じていることをお話
しいただいた。
1.被災地ふくしま
　今年、博物館勤務では定年を迎えるにあたり、新
しく迎える学芸員を募集したが、残念ながら東京の
学生からは応募はなく、今も風評被害の影響がある
のだと感じている。
　3月11日の大地震、そして津波。津波は松林を超え
て高さ15mはあったと聞いている。その後、福島第一
原発の爆発事故により今なお多くの人々が故郷を離
れ避難を続けている。「原子力 明るい未来のエネル
ギー」という標語が掲げられた看板は東京電力によ
り撤去され、批判を込めて博物館で保管している。
　地震直後に会津若松から救援物資を積んだ車で南
相馬に向かったが、雪で峠を越すことができず福島
市で一泊し、翌日南相馬に入った。父が入院してい
る病院にいくと両親に会うことができた。神社の様
子を見に行くと氏子さんの一人が亡くなったことを
聞く。仮葬儀をしたいので御霊を鎮めてほしいと依
頼があったが、午後に引き取られるはずのご遺体は
放射線の影響の懸念から、被災した場所からは移動
させてもらえなかった。
2.被災神社と社叢
　被災地の神社に多く大木が残ったが、その枝葉に
より放射線量の数値が下がらないと考えられ、伐ら
れてしまった。本当なら今年６本の年輪分大きくな
っていただろう樹木たちも、未来を絶たれてしまっ
たのだ。

次回予告【第77回関東定例研究会】

◆日　　時：４月２１日(土)　14：00～16：30

◆場　　所：國學院大學渋谷キャンパス120周年記念２号館１階　2104教室

                 （東京都渋谷区東4-10-28）（教室は変更の可能性あり）　　

◆テ ー  マ：「東京付近の鎮守の杜の現状を観る」

　　　　　　　　　　　　～武蔵国社叢見守り隊の調査をふまえて～

◆講　　師：木村　 甫　（社叢学会理事）

共催：國學院大學環境教育研究プロジェクト・ポーラ伝統文化振興財団　※上映映像未定
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く。土器の中で死と再生が繰り返されているのだ。
土器の装飾を見てみるとまさに死と再生が表現され
ているように思われる。縄文時代からこれまで、繋
げられてきた死と再生の文化をこれからも伝えてい
きたい。
　　　　　　　　　　　　　　（文責・渡邊節子）

　東日本大震災から6年の月日が経とうとしている。
　会津若松で博物館の学芸員として縄文土器の研究
をする傍ら、実家の南相馬市では複数の兼務神社宮
司でもある森幸彦氏に、被災当時の映像とともにこ
れまでの復興活動の様子と今感じていることをお話
しいただいた。
1.被災地ふくしま
　今年、博物館勤務では定年を迎えるにあたり、新
しく迎える学芸員を募集したが、残念ながら東京の
学生からは応募はなく、今も風評被害の影響がある
のだと感じている。
　3月11日の大地震、そして津波。津波は松林を超え
て高さ15mはあったと聞いている。その後、福島第一
原発の爆発事故により今なお多くの人々が故郷を離
れ避難を続けている。「原子力 明るい未来のエネル
ギー」という標語が掲げられた看板は東京電力によ
り撤去され、批判を込めて博物館で保管している。
　地震直後に会津若松から救援物資を積んだ車で南
相馬に向かったが、雪で峠を越すことができず福島
市で一泊し、翌日南相馬に入った。父が入院してい
る病院にいくと両親に会うことができた。神社の様
子を見に行くと氏子さんの一人が亡くなったことを
聞く。仮葬儀をしたいので御霊を鎮めてほしいと依
頼があったが、午後に引き取られるはずのご遺体は
放射線の影響の懸念から、被災した場所からは移動
させてもらえなかった。
2.被災神社と社叢
　被災地の神社に多く大木が残ったが、その枝葉に
より放射線量の数値が下がらないと考えられ、伐ら
れてしまった。本当なら今年６本の年輪分大きくな
っていただろう樹木たちも、未来を絶たれてしまっ
たのだ。

次回予告【第77回関東定例研究会】

◆日　　時：４月２１日(土)　14：00～16：30

◆場　　所：國學院大學渋谷キャンパス120周年記念２号館１階　2104教室

                 （東京都渋谷区東4-10-28）（教室は変更の可能性あり）　　

◆テ ー  マ：「東京付近の鎮守の杜の現状を観る」

　　　　　　　　　　　　～武蔵国社叢見守り隊の調査をふまえて～

◆講　　師：木村　 甫　（社叢学会理事）

共催：國學院大學環境教育研究プロジェクト・ポーラ伝統文化振興財団　※上映映像未定




